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【論文の内容の要旨】
本論文では、非漢字文化圏の日本語学習者の一例としてロシア人日本語学習者に主に焦点
をあて、外国人日本語学習者に対する漢文訓読教育について論じられている。序論、本論、
結論からなっており、本論は、事例研究の結果を整理する第一編、辞典類の悉皆調査および
コーパス調査の結果を整理する第二編、模擬授業による実験調査の結果について整理する第
三編からなっている。
まずは、ロシアの事例を中心として日本国外の日本漢文教育、漢文訓読教育の事例を分析
し、外国人を対象とする日本漢文の教科書の分析を実施した。その結果、漢文訓読指導の入
門段階の重要性、また漢文訓読指導を現代日本語の学習と関連づけることの重要性が明らか
になった。
それを踏まえ、さらに現代日本語に定着している四字熟語のような成語・成句の活用が効
果的であるという先行研究の指摘を考慮し、四字熟語を題材としてロシア国内で漢文訓読指
導の実験を行い、四字熟語の活用が効率的であることを検証した。しかし、漢文訓読指導に
おける活用に向けての四字熟語の分析が必要であることが明らかになったため、学研辞典編
集部（2014）『四字熟語辞典 改訂第２版』の悉皆調査を実行し、訓読文が掲載されている
四字熟語 1377 語を抽出した。次に『現代日本語書き言葉均衡コーパス』を用いた調査を実
施し、現代日本語における四字熟語 108語の使用例を収集したうえで、四字熟語を題材とす
る教科書案を修正した。
続いて、教科書案の修正版を用いて日本国内の日本語学校およびロシア国内の大学の日本
語学科で模擬授業を実施し、アンケート調査を通じて、四字熟語が入門的な漢文訓読指導で
の動機づけにおいて効率的であることを再検証した。
さらに、漢文訓読教育の導入段階のみならず、例文および練習問題としての四字熟語の使
用に向けての分析を継続し、『現代日本語書き言葉均衡コーパス』から四字熟語の訓読文お
よび訓読文由来の成句の使用例を収集した。コーパス調査の結果を考慮し、それぞれの学習
項目の指導において題材として使用可能な四字熟語の選定について考察した。
本論文では、調査協力者の言語背景を統一させるため、主にロシア人日本語学習者に焦点
をあてたが、本研究の結果はロシア人以外の日本語学習者への漢文訓読指導にも活用される
ことが期待できる。
